
           ～力を合わせて頑張ろう～

6 月 18 日（日）に“笑顔でつなげる支え合い”をテーマにあい愛まつりが開催されました。全 21 地区のふく
しの会から、私たち福祉委員も「福祉委員イベント」として参加しました。10 のブースを設け、そばやもち
つき、菓子などの食べ物から、花や野菜の販売、子どもたち向けのゲームコーナーなどそれぞれが大盛況。特
に毎年恒例のバザーでは行列ができ、あっという間に品物がなくなってしまう人気ぶりで、担当の地区の福祉
委員たちは大喜びでした。

今年は会場の変更による来客の減少などが心配されました
が、予想以上のにぎやかさと晴天のなか全日程を終了しまし
た。これには福祉委員たちの「力を合わせて頑張ろう」とい
う意気込みも大いにかかわっていたと思います（前日の準備
から当日の運営、後片付けまで、延べ 250 名以上の福祉委員
が参加協力）。今後も今年のまつりのテーマである“支え合い”
を胸に、福祉委員活動に邁進していけたらと思います。

三国町川崎区 福祉委員 千崎 早苗
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           ～地域の交流を深めながら～

現在の丸岡町磯部地区と春江町東部地区は、昭和 30（1955）年 3 月 31 日まで磯部村として同一の行政区
で当時は東部地区の方からも多数の方が磯部小学校に通学していました。それぞれの地区に分かれ 60 年とい
う年月が経過するなか、地域同士の交流がほとんどなかったので、昨年から両地区の老人クラブ主催で『交流
サロン』を実施し、磯部ふくしの会は協賛という形で福祉委員も参加しました。

第 1 回（平成 28 年 11 月）は、磯部コミュニティセンターでカラオケ、
踊りなど 64 名の参加者が楽しい一日を過ごしました。第 2 回（平成 29
年 4 月）は春江東部地区まちづくり協議会主催の『アーモンドお花見フ
ェスタ』に共催し 66 名の参加者が交流を深めました。これからも老人ク
ラブだけでなく、両地区の他団体同士の交流も深めながら地域が発展で
きることを願います。  丸岡町南横地 3 区 福祉委員  井関 廣

           ～6/29（木）福祉委員代表委員研修を終えて～

4 つのブロックに分かれて話し合いました。私が代表をしている地域は、見守り活動の土台となるふくしの会
や基礎組織がまだ出来ていないので福祉委員の活動について研修で何かヒントを見つけたいと望みました。男性
委員から「自分の区の役員会で『私一人で福祉委員はとてもムリ。誰か一緒にお願い出来ませんか？なければ私
がお願いして決めて良いですか？』と申し出てすんなり３人の委員さんが決まり、今は月１回話し合い身近な課
題に取り組んでいる」との意見。

良いな～無理をせずもっと素直に周囲へ相談していこうと思い知ったひとときでした。
                             春江町西太郎丸区 福祉委員  細川 保子

きいてきたざー

ある日の様子

ここで一言

『なんかやってま～す』は あなたの地域で活動する福祉委員に関する情報紙です
福祉委員活動情報紙

※本情報紙は前号まで福祉関係者へご送付していましたが、市民のみなさまへ広く周知したいため今号より
区内班回覧でご覧いただいております。



『福祉委員代表委員研修』を開催しました

6 月 29 日（木）坂井市社会福祉協議会本部（坂井町）で福祉委員代表委員研修を開催しまし
た。当日は、各支部の代表委員やキャリアのある福祉委員 35 名が 4 つのグループに分かれ、テ
ーマに沿って活発な意見交換をしました。

「なんかやってま～す」は 坂井市社協のホームページにも掲載しています。http://www.sakaicityshakyo.jp/

掲載等のお問合せは

坂井市社会福祉協議会

みくに支部 ＴＥＬ：82-1170

ＦＡＸ：82-1593

まるおか支部 ＴＥＬ：68-5060

ＦＡＸ：67-2950

はるえ支部 ＴＥＬ：51-4545

ＦＡＸ：51-6269

さかい支部 ＴＥＬ：67-0699

（本 部） ＦＡＸ：67-2807

＜編集後記＞
福祉委員 2 年目の私は地区代表委員として研修や支部社
協の行事に参加し地域福祉について勉強しています。29
日の代表委員研修では、各地区の見守りやサロン活動につ
いての報告や意見交換が行なわれました。全般的にふれあ
い行事が中心で行事を通じて見守りを行っているのが大
半でした。支え合う仕組みづくりには近隣住民とのつなが
りが重要だと考えています。これからも近隣住民と連携し
た見守りの活動の組織づくりを行いたいと思います。     

坂井町清永区 福祉委員 平田 克文

テーマ

みなさんの地区では何をやっていますか？ ～福祉委員の仕事について～
災害の時の対応はどうしていますか？     ～防災福祉マップをつくる～

毎年、区長さんや民生
委員さんと連携し災害
福祉マップを作成更新
している。また、HUG
（避難所運営ゲーム）
にも積極的に取り組
み、万が一の時に備え
ている。

（丸岡町/男性）

民生委員さんと一緒に
サロンや見守り活動を
行っている。私の区で
は 2 名の福祉委員が 1
期＝2 年任期のところ
を 2 期 4 年で 2 年の狭
間をずらして活動して
いるので、新人福祉委
員も活動しやすい。

（春江町/女性）

普段の生活のなかで、
一人暮らしや日中独居
のお年寄りのお宅へ訪
問している。お花やＱ
救ちゃん（緊急医療情
報キット）を配りなが
ら、地域の見守り活動
を行っている。

（丸岡町/女性）

私の区では月例会で次
回のサロン内容や見守
りが必要な方の情報を
共有している。また『ふ
くしの会』があること
で他区の民生委員さん
や福祉委員さんと情報
を交換しながら学び合
っている。

（三国町/女性）


